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地方独立行政法人山梨県立病院機構 第２回理事会 議事録 

 

１ 日 時 令和２年１０月５日（月）午後３時５５分～午後４時４５分 

２ 場 所 県立中央病院 ２階 看護研修室 

３ 出席者 理事長 小俣政男 

理 事 平賀幸弘、宮田量治、内藤正浩 

監 事 柴山聡、山本薫 

（欠席者 なし） 

（出席者 理事長・理事 計４名。今理事会は定足数を満たし成立した。） 

４ 会議次第 

（１）理事長あいさつ 

（２）議 事 

（３）報 告 

 

議 事） 

 

規程（案）について 

 

○議 長 

初めに、規程（案）について説明願います。 

○事務局 

―規程（案）について説明― 

資料１職員給与規程 

早朝夜間の看護補助業務に従事する職員の確保等を行うため、また、新型

コロナウイルス感染症に係る業務に従事する職員に対し、特例による額の特

殊勤務手当を支給するため、次のとおり「職員給与規程」の一部改正を行う。 

①早朝夜間看護補助手当の新設 

施行期日は令和２年１０月６日からとする。 

②防疫等作業手当に係る特例の創設 

施行期日は令和２年１０月６日からとし、令和２年２月１日から適用す

る。 

資料２職員退職手当規程 

山梨県職員の退職手当に関する規則の一部改正に鑑み、次のとおり「職員

退職手当規程」の一部改正を行う。 

施行期日は令和２年１０月６日からとし、令和２年５月１日以降に退職し

た者について適用する。 

資料３使用料及び手数料規程 

マルチプレックス遺伝子パネル検査（先進医療）の削除等を行うため、「使

用料及び手数料規程」の一部改正を行う。 



２ 

施行期日は令和２年１０月６日からとし、同年１０月１日から適用する。 

資料４固定資産管理規程 

消費税率増が反映されていないことから、「固定資産管理規程」の一部改正

を行う。 

施行期日は令和２年１０月６日からとし、令和元年１０月１日から適用す

る。 

資料５会計年度任用職員就業規則 

夜間の看護補助業務に従事する職員の確保等を行うため、「会計年度任用職

員就業規則」の一部改正を行う。 

施行期日は令和２年１０月６日からとする。 

 

○柴山監事 

資料１と資料５の影響額は今年度分（施行日の１０月６日～年度末）か、そ

れとも年間影響額か。 

○事務局 

年間影響額である。 

○山本監事 

新型コロナウイルス感染症に係る特殊勤務手当の遡及分は、どのように支払

うのか。 

○事務局 

給与支給時にまとめて支払う。年末調整に間に合うよう対応する。 

 

採決の結果、理事等から異議がなく、原案のとおり可決された。 

 

令和３年度予算編成要領（案） 

 

○議 長 

      次に、令和２３度予算編成要領（案）について説明願います。 

○事務局 

     ―令和３年度予算編成要領（案）について説明― 

資料６により、令和３年度の予算編成に係る基本的事項、収入、支出、経

常利益を適切に反映させること等について説明を行った。 

 

採決の結果、理事等から異議がなく、原案のとおり可決された。 

 

報 告） 

 

評価委員会による業務実績評価 

 



３ 

○議 長 

次に、業務実績評価について説明願います。 

○事務局 

―令和元年度業務実績評価ついての説明― 

資料７により、令和元年度の業務実績評価についての説明を行った。 

全体評価としては、「令和元年度の中期計画の実施状況は優れている」と評

価された。 

項目別評価は、昨年度と比較して「優れている（Ａ）」が４項目増、「順調

である（Ｂ）」が４項目減となった。 

―第２期中期目標期間業務実績評価ついての説明― 

資料８により、第２期中期目標期間業務実績評価についての説明を行った。 

全体評価としては、「第２期中期目標期間における業務の実績は優れている」

と評価された。 

項目別評価は、第１期中期目標期間の評価と比較して「特に優れている（Ｓ）」

が２項目増、「優れている（Ａ）」が２項目増、「順調である（Ｂ）」が４項目

減となった。 

 

中央病院及び北病院の稼働状況 

 

○議 長 

      次に、各病院の稼働状況について説明願います。 

○平賀理事 

―資料９中央病院稼働額等の説明― 

入院・外来稼働額、入院患者数、外来患者数は、新型コロナウイルス感染

症の影響により、５月はかなり減少したが、現在は持ち直してきている。 

平均在院日数は、今年度は１２．４日、直近８月は１２．０日と目標の１２日

を切れそうなところまできている。 

１日あたりの平均単価は、入院・外来ともの右肩上がりとなっている。 

○宮田理事 

―資料９北病院稼働額等の説明― 

入院・外来稼働額は、５月以外は増加しており、新型コロナウイルス感染

症の影響はあまりなかった。 

平均在院日数は、昨年度に引き続き７０日を切っており、精神科の病院と

しては全国トップクラスである。 

新規入院患者数は、４、５月は減少したものの、６月以降は増加している。 

１日あたりの平均単価は、入院、外来ともにほぼ横ばいという状況である。 

 

○柴山監事 

北病院の医療観察の状況はいかがか。 

○宮田理事 



４ 

現在５床満床である。 

○柴山監事 

他県からの受け入れか。 

○宮田理事 

県外から４人、県内１人。 

 

その他） 

 

○司 会 

最後に、次回理事会の日程について、お諮りしたい。 

令和２年１２月１５日火曜日の１６時からということでよろしいか。 

以上をもって、令和２年度第２回理事会を終了とする。 

 


